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草
紅
葉
―
久
保
猪
之
吉
と
よ
り
江

―
つ
ま
り
は
いつ
ま
で
も
夢
を
失
は
な
い
が
は
の

 
私
た
ち
な
の
で
あ
ら
う
―

開催期間
福岡市総合図書館1階ギャラリー
久保猪之吉・より江の生涯を追いながら短歌・俳句・小品をご紹介いたします。

【観 覧 時 間】〒814–0001　福岡市早良区百道浜3丁目7-1
【観 覧 時 間】10時～19時（日曜・祝日は18時）
【休 館 日】月曜日、12月3日（月末休館日）
【観 覧 料】無料
【主 催】福岡市文学館（福岡市文学振興事業実行委員会・福岡市教育委員会）
【後 援】（公財）福岡市文化芸術振興財団
【お問い合せ】福岡市総合図書館 文学・文書課　TEL092-852-0606　FAX092-852-0609

2019年11月8日（金）～12月15日（日）

■  

■ 

■ 

展
示
概
要 

■ 

■  

■

耳
鼻
咽
喉
科
医
、
歌
人
、
俳
人
と
し
て
知
ら
れ

る
久く

保ぼ

猪い

之の

吉き
ち（1874.12.26

～1939.11.12

）

は
、
青
年
期
、
苦
学
し
な
が
ら
進
学
し
た
第

一
高
等
学
校
で
、
教
員
で
あ
り
、
短
歌
結
社

浅
香
社
を
主
宰
す
る
落お

ち

合あ
い

直な
お

文ぶ
み

と
出
会
い
、

短
歌
へ
の
道
が
開
け
ま
す
。
そ
の
後
、
雑
誌

や
新
聞
へ
歌
の
投
稿
や
、
当
時
の
歌
界
の
低

迷
を
憂
い
、自
ら
「
い
か
づ
ち
会
」を
起
こ
し
、

革
新
的
な
提
言
を
し
ま
し
た
。

明
治
40（1907

）年
、
京
都
帝
国
大
学
福
岡

医
科
大
学（
現
九
州
大
学
）教
授
に
任
命
さ
れ
、

来
福
し
た
後
は
、
妻
よ
り
江
の
影
響
に
よ
り
、

俳
句
へ
と
傾
倒
し
ま
す
が
、
生
涯
に
お
い
て

短
歌
・
俳
句
・
評
論
・
小
品
と
積
極
的
に
発

表
し
続
け
ま
し
た
。

久
保
よ
り
江（1884.9.17

～1941.5.11

）

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
夏
目
漱
石
や
正
岡
子
規

と
交
流
を
持
ち
、
そ
の
才
能
を
見
出
さ
れ
ま

す
。
よ
り
江
も
ま
た
、
そ
の
文
学
活
動
は
短

歌
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
与
謝
野
鉄
幹
・
晶

子
が
主
宰
し
た
「
明
星
」に
は
猪
之
吉
と
連
名

で
歌
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
福
岡
に
お
け
る
文
学
活
動
を

中
心
に
、
と
き
に
「
夫
婦
」、
と
き
に
「
文
学

の
仲
間
」と
し
て
創
作
を
続
け
た
久
保
夫
妻
と

そ
の
作
品
を
、
多
彩
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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演
題
／「
本
に
棲
む
猫
た
ち
」

講
師
／
大
久
保
京
氏
（
書
肆
吾
輩
堂
店
主
）

◆
第
二
回

日
時
／
12
月
1
日
（
日
）　

14
時
～
16
時

場
所
／�

福
岡
市
総
合
図
書
館
３
階
第
1
会
議

室

演
題
／�「
耳
鼻
咽
喉
科
の
パ
イ
オ
ニ
ア
久
保
猪

之
吉
と
妻
よ
り
江
」

講
師
／�

柴
田
浩
一
氏
（
医
療
法
人
浩
仁
会
耳

鼻
咽
喉
科　

柴
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事

長
）

◆
第
三
回

日
時
／
12
月
７
日
（
土
）　

14
時
～
16
時

場
所
／�
福
岡
市
総
合
図
書
館
３
階
第
２
会
議

室

演
題
／�「
近ち
か

角ず
み

常じ
ょ
う

観か
ん
と
文
学
者
た
ち
」

講
師
／�

岩
田
文
昭
氏
（
大
阪
教
育
大
学
教
授
）

●
申
込
方
法

「
イ
ベ
ン
ト
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
」

を
記
入
の
上
、
11
月
６
日
（
水
）
ま
で
に
左
記

宛
先
ま
で
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
一
人
一
口
）。
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。（
落
選
者
の
み

連
絡
し
ま
す
。）

《
宛
先
》

〒
８
１
４－

０
０
０
１

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜
３－

７－

１

福
岡
市
総
合
図
書
館
文
学
・
文
書
課

福
岡
市
文
学
館
担
当 

宛

TEL

０
９
２－

８
５
２－

０
６
０
６

FAX

０
９
２－

８
５
２－

０
６
０
９

E-m
ail

library-bungaku.BES@
city.fukuoka.lg.jp

※
す
べ
て
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

１
．
企
画
展
記
念
講
演
会（
定
員
50
名
）

日
時
／
11
月
17
日
（
日
）　

14
時
～
15
時
半

場
所
／�

福
岡
市
総
合
図
書
館
３
階
第
1
会
議
室

演
題
／「
久
保
猪
之
吉
・
よ
り
江
の
短
歌
」

講
師
／�

恒
成
美
代
子
氏
（
歌
人
・
現
代
歌
人

協
会
会
員
）

２
．�

読
書
講
座「
久
保
猪
之
吉・よ
り
江
を
よ
む
」

（
定
員
各
40
名
）

 
 

※
一
回
の
み
の
申
し
込
み
も
可
。

◆
第
一
回

日
時
／
11
月
16
日
（
土
）　

14
時
～
16
時

場
所
／�

福
岡
市
総
合
図
書
館
３
階
第
2
会
議
室

企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

「エニグマ」
（大 3.6.15）

〈個人蔵〉

久保猪之吉久保より江 「あまびこ　第二集」
（明 38.3.3）

より江句稿
（大 13・14 頃）

「四三会誌」（昭 8.3.25）

久保猪之吉・より江関係資料
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を
並
べ
、
本
の
製
作
過
程
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
の
目
を
惹
い
て
い
た
。

［
展
示
］

●
小
企
画
展
示「
文
芸
雑
誌
の
歩
み
Ⅰ
︱
一
九

五
〇
年
ま
で
」

日
時
／
７
月
20
日（
土
）
～
10
月
30
日（
水
）

会
場
／
総
合
図
書
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

福
岡
発
の
本
格
的
な
文
芸
雑
誌
「
エ
ニ
グ
マ
」

か
ら
無
季
無
定
型

の
新
し
い
俳
句
を

目
指
し
た
「
天
の

川
」、
戦
前
か
ら
現

在
ま
で
続
く
「
九
州

文
学
」
な
ど
、
福

岡
の
文
学
史
を
文

芸
雑
誌
の
歩
み
で

辿
っ
た
。

［
共
催
講
座
］

●
九
州
文
化
協
会
主
催

　

九
州
芸
術
祭
文
学
カ
フ
ェ
in
福
岡「
佐
藤
洋

二
郎
文
学
を
歩
く
」

期
日
／
８
月
３
日（
土
）13
時
～
15
時

講
師
／
佐
藤
洋
二
郎（
作
家
）

聞
き
手
／
矢
野
寛
治（
映
画
評
論
家
）

会
場
／
総
合
図
書
館
３
階
第
２
会
議
室

今
年
で
50
回
目
に
な
る
「
九
州
芸
術
祭
文
学

賞
」
の
振
興
事
業
の
一
環
と
し
て
、
佐
藤
洋
二

郎
氏
と
矢
野
寛
治
氏
を
お
迎
え
し
、
ト
ー
ク
形

式
で
佐
藤
洋
二
郎
文
学
の
源
に
迫
っ
て
い
っ
た
。

社
会
的
弱
者
を
多
く
描
く
作
風
に
は
「
弱
い

者
い
じ
め
や
差
別
は
だ
め
」
と
い
う
父
親
の
教

え
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
言
葉

は
考
え
を
表
現
す
る
道
標
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
れ
を
適
切
に
使
う
技
術
が
必
要
で
あ
る
と
、
現

代
の
日
本
語
に
対
す
る
憂
い
を
覗
か
せ
る
場
面

も
あ
っ
た
。
文
章
を

書
く
と
は
「
目
に
見

え
な
い
も
の
を
掴
む

こ
と
」
で
あ
り
、
小

説
は
「
心
の
奥
の
ギ

リ
ギ
リ
を
描
く
こ
と

に
意
味
が
あ
る
」
と

語
る
。
佐
藤
氏
の
真

摯
で
実
直
な
お
人
柄
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

［
企
画
協
力
］

●
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
主
催

　

展
覧
会「
上
野
英
信
の
坑
口
」

日
時
／
５
月
22
日（
水
）
～
６
月
９
日（
日
）

会
場
／Space&C

afe

ポ
レ
ポ
レ
坐

共
催
／
ポ
レ
ポ
レ
タ
イ
ム
ス
社

平
成
29
年
度
に

開
催
し
た
企
画
展

「
上
野
英
信
闇
の
声

を
刻
む
」
の
企
画
を

基
に
再
構
成
し
た
企

画
展
が
東
京
で
開
催

さ
れ
た
。

［
定
例
講
座
］

●
片
山
恭
一
講
演
会

期
日
／
５
月
26
日（
日
）14
時
～
16
時

講
師
／
片
山
恭
一（
作
家
）

会
場
／
総
合
図
書
館
３
階
第
１
会
議
室

定
員
／
100
名

福
岡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
９
の

参
加
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
作
家
の
片
山
恭

一
氏
を
お
迎
え
し
た
。

大
学
入
学
後
か
ら
現
在
ま
で
、
福
岡
で
執
筆

活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と
や
、
一
貫
し
て
恋
愛

小
説
に
こ
だ
わ
っ
て
書
き
続
け
る
理
由
、
ず
っ

と
考
え
続
け
て
い
る
と
い
う
「
言
葉
を
届
け
る

／
届
く
言
葉
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
で
、
し
か
し

と
て
も
難
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
理
系
出
身

の
作
家
ら
し
い
例
え
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が

ら
語
ら
れ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
熱
い

質
問
が
矢
継
ぎ
早
に
寄
せ
ら
れ
、
片
山
氏
が
一

つ
一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
言
葉
を
選
び
な
が
ら

答
え
る
姿
が
印
象
に
残
っ
た
。「
世
界
の
中
心
で

愛
を
さ
け
ぶ
」
以
降
も
福
岡
を
離
れ
ず
、
地
に

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

足
が
つ
い
た
日
常
を
大
切
に
書
き
続
け
て
こ
ら

れ
た
作
家
だ
か
ら
こ
そ
、
伝
え
ら
れ
る
言
葉
が

そ
こ
に
あ
っ
た
。

●「
メ
デ
ィ
ア
都
市
福
岡
の
光
芒
︱
『
活
字
メ

デ
ィ
ア
の
時
代
』が
語
る
も
の
」

期
日
／
7
月
20
日（
土
）14
時
～
16
時

講
師
／
有
馬
学（
福
岡
市
博
物
館
館
長
）

会
場
／
総
合
図
書
館
３
階
第
１
会
議
室

今
回
の
定
例
講
座
は
『
新
修
福
岡
市
史
』
の

特
別
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
活
字
メ
デ
ィ
ア

の
時
代
』
を
も
と
に
福
岡
市
博
物
館
館
長
の
有

馬
学
氏
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

活
字
メ
デ
ィ
ア
は
、
均
一
な
情
報
を
大
勢
に

伝
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
発
達
し
、
地
方
で
は

独
自
の
文
化
を
育
ん
だ
点
で
、
地
方
文
化
の
細

部
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
博
多
っ
子

のD
N

A

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
ど
こ
か
ク
ス

リ
と
笑
っ
て
し
ま
う
広
告
は
、
垢
ぬ
け
な
さ
が

い
い
味
を
出
し
、
得
も
言
わ
れ
ぬ
魅
力
と
な
っ

て
い
た
。
有
馬
氏
の
資
料
へ
の
愛
情
を
感
じ
な

が
ら
、
福
岡
市
の
出
版
文
化
の
豊
か
さ
に
触
れ

る
楽
し
い
時
間
と
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
、

「
ば
ら
す
！
」
と
題
し
、
解
体
さ
れ
た
本
の
部
位
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職
し
た
黒
田
さ
ん
の
再
就
職
先
の
印
刷
会
社
の

社
屋
で
あ
る
。
渡
辺
通
に
面
し
て
立
っ
て
い
た
、

そ
の
ビ
ル
の
４
階
に
入
る
子
会
社
に
ぼ
く
は
在

籍
し
、
タ
ウ
ン
情
報
誌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い

た
。
印
刷
会
社
に
は
、
詩
人
の
龍
秀
美
さ
ん
も

働
い
て
お
り
、
ど
こ
と
な
く
文
化
の
香
り
が
す

る
場
所
で
あ
っ
た
。

二
つ
の
顔
を
持
つ
人

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
、
福
岡
県
大
牟
田

市
に
生
ま
れ
た
黒
田
さ
ん
は
二
つ
の
顔
を
持
っ

て
い
た
。
詩
人
と
し
て
、
そ
し
て
九
州
詩
史
の

記
録
者
と
し
て
の
顔
だ
。

詩
を
書
く
拠
点
と
し
た
の
は
１
９
５
６
（
昭
和

31
）
年
に
創
刊
メ
ン
バ
ー
と
し
て
深
く
関
わ
っ

た
詩
誌
「ALM

ÉE

」（
ア
ル
メ
）
だ
。
福
岡
で

発
行
さ
れ
た
詩
誌
の
中
で
最
も
長
い
歴
史
を
持

ち
、
実
力
あ
る
多
く
の
詩
人
が
籍
を
置
い
た
。
名

前
は
い
ち
い
ち
挙
げ
な
い
が
、
84
年
に
同
人
の

犬
塚
堯
が
詩
集
『
河
畔
の
書
』
で
現
代
詩
人
賞

（
第
２
回
）
を
受
賞
し
た
際
、
最
後
ま
で
競
っ
た

の
は
同
じ
く
ア
ル
メ
同
人
の
有
田
忠
郎
の
詩
集

『
セ
ヴ
ラ
ッ
ク
の
夏
』
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
ル
メ

と
い
う
詩
誌
で
特
筆
す
べ
き
は
、
黒
田
さ
ん
が
長

き
に
わ
た
っ
て
定
期
刊
行
を
続
け
て
き
た
こ
と

黒
田
達
也
さ
ん
と
は
何
か
し
ら
縁
が
あ
っ
た
。

「
き
っ
と
／
お
だ
や
か
な
一
日
で
あ
る
／
み
の

む
し
が
比
較
的
平
和
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
／

よ
う
な
朝
は
／
／
わ
り
あ
い
正
確
に
走
る
つ
う

き
ん
で
ん
し
ゃ
で
／
お
れ
は
隔
日
に
ビ
ル
の
五

だ
。
45
日
に
１
冊
で
、
年
間
８
冊
、
96
年
か
ら

は
年
間
６
冊
が
隔
月
で
発
行
さ
れ
、
黒
田
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
終
刊
と
な
る
08
（
平
成
20
）
年

ま
で
３
８
８
冊
が
世
に
出
た
。
82
年
に
は
福
岡

市
文
化
賞
（
団
体
賞
）
を
受
賞
し
て
い
る
。

黒
田
さ
ん
は
、
前
衛
的
な
作
風
の
第
１
詩
集

「
硝
子
の
宿
」（
56
年
）
を
は
じ
め
、
50
年
の
間

に
９
冊
の
詩
集
を
出
し
て
い
る
が
、
中
で
も
優

れ
て
い
る
の
が
、
日
本
現
代
詩
人
賞
、
日
本
詩

人
ク
ラ
ブ
賞
、
地
球
賞
の
有
力
候
補
と
な
っ
た

前
出
の
『
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
嗤
い
』
だ
。

「
青
く
か
が
や
い
て
地
球
が
回
る
／
そ
う
し
て

刻
が
過
ぎ
る
　
お
れ
も
過
ぎ
て
い
る
／
臆
病
な
お

れ
は
　
そ
っ
と
／
ひ
だ
り
胸
に
掌
を
あ
て
た
り

し
て
／
不
安
な
生
き
も
の
の
点
検
を
す
る
」（
表

題
詩
１
連
」）

詩
集
に
は
、
時
間
も
空
間
も
は
る
か
遠
く
か
ら

眺
め
ら
れ
た
視
線
に
よ
っ
て
成
立
す
る
詩
群
が

多
く
を
占
め
る
。
こ
の
、
日
常
の
中
の
歪
み
や

弛
緩
を
軽
妙
に
戯
画
化
す
る
手
法
ゆ
え
に
、
描

か
れ
て
い
る
「
世
の
無
情
」
や
、
生
へ
の
不
安
、

死
の
予
感
さ
え
も
奇
妙
な
明
る
さ
を
表
出
さ
せ

る
。
過
ぎ
て
い
く
だ
け
の
時
間
も
、
た
だ
水
平

的
に
広
が
る
だ
け
の
空
間
さ
え
も
暗
鬱
な
予
感

が
奥
底
に
沈
め
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
描

階
の
／
行
き
詰
ま
り
の
／
窓
の
な
い
事
務
室
に

着
く
の
で
あ
る
」

黒
田
さ
ん
の
詩
集
『
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の

嗤
い
』（
88
年
）
所
収
の
作
品
「
比
較
的
何
か
」

の
冒
頭
に
描
か
れ
た
ビ
ル
は
、
九
州
電
力
を
退

黒
田
達
也
さ
ん
の
横
顔

福
岡
の
文
学
者

脇
川
　
郁
也

『ホモ・サピエンスの嗤い』
黒田達也

（1988.1、ALMÉEの会）

「ALMÉE」創刊号
（1956.８、ALMÉEの会）

ありし日の黒田達也さん（写真提供　月刊はかた）
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 福岡の文学者

黒田 達也
人
た
ち
の
無
償
の
行
為
を
記
録
と
し
て
、
通
史

と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
」
か
ら
だ
と
述
べ
て

い
る
。

黒
田
さ
ん
に
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
人
と
い
う

信
頼
感
が
あ
っ
た
。
思
想
や
個
人
的
な
好
き
嫌

い
に
頼
ら
ず
、
事
実
に
則
し
た
判
断
を
行
動
の

基
に
置
く
人
と
い
う
認
識
が
ぼ
く
に
は
あ
っ
た
。

す
ら
り
と
し
た
長
身
の
立
ち
姿
で
、
い
つ
も

に
こ
や
か
で
あ
っ
た
が
、
飄
々
と
し
た
雰
囲
気

の
中
に
冷
徹
な
眼
差
し
を
持
つ
横
顔
が
あ
っ
た
。

◇
脇
川
郁
也（
わ
き
か
わ
・
ふ
み
や
）◇

昭
和
30
年
生
ま
れ
。
福
岡
市
博
多
区
在
住
。

文
芸
誌「
季
刊
午
前
」編
集
同
人
、
詩
誌「
孔
雀

船
」同
人
。
詩
集『
百
年
橋
』、『
バ
カ
ン
ス
の
方

法
』、『
露
切
橋
』（
福
岡
県
詩
人
賞
）、『
ビ
ー
キ

ア
ホ
ゥ
』（
福
岡
市
文
学
賞
）、『
靴
底
の
青
空
』

ほ
か
。
福
岡
県
詩
人
会
代
表
幹
事
。
日
本
現

代
詩
人
会
会
員
、
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
会
員
。

◇
黒
田
達
也（
く
ろ
だ
・
た
つ
や
）◇

大
正
13
年
２
月
９
日
、福
岡
県
三
池
郡
玉
川
村

勝
立（
現
・
大
牟
田
市
）生
ま
れ
。
日
本
発
送
電

株
式
会
社
九
州
支
社（
戦
後
は
九
州
電
力
）に

勤
務
。
昭
和
31
年
８
月
、
詩
誌「ALM

ÉE

」を

創
刊
。
22
号
か
ら
編
集
発
行
を
担
当
。
34
年
５

月
、
福
岡
詩
人
協
会
、
41
年
に
福
岡
県
詩
人
協

会
の
設
立
に
参
画
し
、両
組
織
の
幹
事
を
務
め

た
。

主
な
詩
集
に
『
硝
子
の
宿
』『LE�BLAN

C
�

N
O
IR

』『
時
間
の
岸
辺
』『
北
極
上
空
』『
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
の
嗤
い
』『
日
本
現
代
詩
文
庫
・

黒
田
達
也
詩
集
』『
集
落
記
』『
幻
影
賦
』、
小
説

『
眞
夏
の
記
憶
』『
人
間
の
宿
』、
詩
史
に
『
現

代
九
州
詩
史
』『
現
代
九
州
詩
史�

増
補
版
』『
西

日
本
戦
後
詩
史
』な
ど
。

第
15
回
福
岡
市
文
化
賞
、平
成
12
年
度
福
岡
県

教
育
委
員
会
教
育
文
化
表
彰
、平
成
13
年
度
福

岡
県
詩
人
会
先
達
詩
人
顕
彰
な
ど
を
受
賞
。

黒
田
達
也
文
庫

総
合
図
書
館
図
書
館
で
は
、
２
階
郷
土
・

特
別
資
料
室
に
、
黒
田
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
著
書
・
雑
誌
を
「
黒
田
達
也
文
庫
」と
し

て
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
全
国
の
詩
人
、
同

人
誌
関
係
者
か
ら
贈
ら
れ
た
貴
重
な
詩

集
・
詩
誌
な
ど
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
現

代
詩
に
ま
つ
わ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

館
内
閲
覧
の
み
（
一
部
書
庫
納
）。

加
え
、
85
年
ま
で
の
戦
後
40
年
間
を
ま
と
め
て

い
る
。
そ
の
編
集
後
記
で
黒
田
さ
ん
は
「
目
を

通
し
た
詩
集
、
詩
誌
な
ど
は
恐
ら
く
一
万
冊
を

超
え
た
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
。
執
筆
に

か
か
る
前
に
膨
大
な
年
表
づ
く
り
か
ら
始
め
た

と
い
う
。
ど
の
本
も
、
取
り
上
げ
た
詩
作
品
に

対
す
る
自
己
主
張
を
入
れ
た
批
評
眼
は
抑
制
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に

関
し
て
、
黒
田
さ
ん
は
、「
詩
と
思
想
」（
89
年

11
月
号
）
の
中
で
詩
史
発
行
の
目
的
を
「
忘
れ

去
ら
れ
て
い
く
詩
集
や
詩
誌
、
消
え
て
い
く
詩

か
れ
て
い
て
、
読
む
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
の
だ
。

04
年
秋
、
第
19
回
国
民
文
化
祭
が
・
ふ
く
お

か
２
０
０
４
が
「
と
び
う
め
国
文
祭
」
の
愛
称

で
開
催
さ
れ
、「
現
代
詩
大
会
」
は
小
郡
市
が
受

け
持
っ
た
。
小
郡
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
野

田
宇
太
郎
聖
誕
祭
献
詩
」
の
選
考
を
福
岡
県
詩

人
会
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の

一
丸
章
代
表
幹
事
か
ら
ぼ
く
は
そ
の
企
画
委
員

に
指
名
さ
れ
た
。
小
・
中
学
部
門
、
高
校
生
以

上
の
一
般
部
門
に
分
け
て
、
全
国
か
ら
自
由
詩

を
募
集
し
た
。
主
催
者
で
も
あ
る
日
本
現
代
詩

人
会
、
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
か
ら
最
終
選
考
委
員

が
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
選
考
委
員
長
を
黒
田

さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
両
団
体
と
も
、
黒
田
さ

ん
な
ら
異
論
が
出
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。

黒
田
さ
ん
は
、
丸
山
豊
さ
ん
な
ど
と
と
も
に
福

岡
県
詩
人
会
（
66
年
設
立
）、
そ
の
前
身
で
あ
る

福
岡
詩
人
協
会
の
立
ち
上
げ
の
中
心
人
物
だ
っ

た
。ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
な
人

ア
ル
メ
の
完
璧

4

4

な
定
期
刊
行
を
可
能
に
し
た

強
い
意
志
と
緻
密
さ
が
生
か
さ
れ
た
の
が
、
記

録
者
と
し
て
の
一
面
だ
。

九
州
詩
界
の
草
分
け
と
も
い
え
る
大
正
年
間

か
ら
の
詩
人
た
ち
の
足
跡
を
記
し
た
『
現
代
九
州

詩
史
』（
64
年
・
九
州
文
学
社
）、
そ
れ
を
基
に

追
加
訂
正
と
九
州
文
学
に
連
載
し
た
も
の
を
合

わ
せ
た
『
同
・
増
補
版
』（
74
年
・
葦
書
房
）
は

資
料
価
値
と
し
て
超
一
級
の
も
の
だ
。
87
年
出

版
の
『
西
日
本
戦
後
詩
史
』（
西
日
本
新
聞
社
）

で
は
、
九
州
だ
け
で
な
く
山
口
・
沖
縄
両
県
を

黒田達也文庫

『西日本戦後詩史』
黒田達也

（1987.11、西日本新聞社）

『現代九州詩史』
黒田達也

（1964.9、九州文学社）

『現代九州詩史　増補版』
黒田達也

（1974.10、葦書房）
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若
い
雑
木
た
ち
の
椅
子

昭
和
20
年
11
月
、
荒
廃
の
中
、
全
国
に
先
駆
け

て
北
九
州
市
で
詩
誌
「FO

U
鵬
」
が
発
行
さ
れ

た
。
少
し
遅
れ
て
、
福
岡
で
も
数
多
の
詩
誌
が

創
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
名
も
無
き
詩
人
た
ち

が
集
っ
た
小
さ
な
「
場
」。
詩
誌
「
椅
子
」「
木

立
」
は
、
戦
後
の
福
岡
の
詩
史
の
一
角
に
あ
っ

た
そ
ん
な
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。

詩
誌
「
椅
子
」
は
、
久
留
米
の
詩
誌
「
母
音
」

に
参
加
し
て
い
た
石
村
通み

ち

泰や
す

と
詩
人
の
萩
原
春

子
、
川
田
禮
子
（
芥
川
賞
作
家
・
森
禮
子
の
本

名
）、
菅
原
純
の
４
人
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。

端
切
れ
で
作
っ
た
表
紙
、
芋
版
に
よ
る
題
字
、
謄

写
版
と
全
て
同
人
に
よ
る
手
作
り
に
よ
る
素
朴
な

作
り
の
詩
誌
で
あ
る
。
創
刊
号
の
み
ガ
リ
版
作

り
で
は
な
く
タ
イ
プ
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
タ
イ
プ
は
、
萩
原
春
子
が
打
ち
、
菅
原
純
が

表
紙
の
題
字
を
芋
版
で
彫
っ
た
。
菅
原
は
美
術

の
才
が
あ
り
、
３
号
、
４
号
に
挟
み
込
ま
れ
た

ド
ラ
ク
ロ
ア
の
デ
ッ
サ
ン
模
写
は
菅
原
の
手
に

よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
菅
原
は
「
久ひ

さ

富と
み

希ま
れ

典す
け

」
名
で
画
家
と
し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

声
高
な
、
若
さ
溢
れ
る
創
刊
の
宣
言
や
編
集
後

記
も
、
目
次
も
ノ
ン
ブ
ル
も
、
同
人
一
覧
も
奥

付
す
ら
特
に
な
い
そ
の
誌
面
は
、
た
だ
純
粋
に

４
人
が
詩
を
発
表
す
る
た
め
の
「
内
輪
の
場
所
」

と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

創
刊
号
の
巻
末
を
飾
る
萩
原
春
子
の
詩
「
樹

蔭
」
に
お
ぼ
ろ
げ
に
こ
の
雑
誌
の
イ
メ
ー
ジ
が

描
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
行
き
交
う
旅
人
た
ち
に

向
け
て
お
か
れ
た
「
さ
さ
や
か
な
手
作
り
の
丸

木
の
椅
子
」
は
、
小
さ
な
祈
り
を
纏
っ
て
い
る
。

斧
あ
と
も
そ
の
ま
ゝ
　
傷
口
に
は
／
密
か
な

祈
念
の
輪
の
巻
か
れ
て
い
る
　
そ
れ
ら
／
な
が

い
氷
雪
の
谷
で
拾
ひ
あ
つ
め
ら
れ
た
／
若
い
雑

木
た
ち
の
椅
子
に
（「
樹
蔭
」）

石
村
通
泰
の
詩
「
舞
踏
」
に
も
「
や
わ
ら
か

な
白
鳥
の
羽
ば
た
き
」
の
抒
情
が
「
明
日
の
さ

さ
や
か
な
喜
び
」
や
「
新
し
い
い
ぶ
き
」
を
伝

え
る
も
の
と
し
て
響
い
て
い
る
。

戦
争
の
痛
み
を
確
か
に
記
憶
し
た
不
揃
い
で
個

性
の
異
な
る
材
で
作
ら
れ
た
そ
の
「
椅
子
」
は
、

互
い
に
組
み
合
わ
せ
る
と
不
思
議
と
豊
か
な
も

の
に
仕
上
が
っ
た
。

川
田
禮
子
の
詩
「
春
」
も
こ
の
雑
誌
の
個
性

を
伝
え
る
。「
メ
ル
ヒ
エ
ン
じ
み
た
詩
」
と
後
年

評
す
る
こ
の
作
品
は
、
川
田
に
と
っ
て
こ
れ
が

初
め
て
書
い
た
も
の
が
活
字
に
な
っ
た
出
来
事

で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
も
記
録
す
べ
き
作
品
で

あ
る
。
川
田
の
詩
作
は
、
ほ
ぼ
上
京
前
の
福
岡

時
代
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
活
動
は
、
そ
の
後
の
メ
ン
バ
ー
の

活
躍
を
見
る
時
、
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ
り
、

こ
の
詩
誌
が
そ
れ
を
育
て
た
「
場
」
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

二
十
八
歳
で
夭
逝
し
た
詩
人
・
荒
津
寛
子
が

３
号
か
ら
加
入
し
て
い
る
。
荒
津
の
作
品
は
、

「
夜
明
け
の
さ
め
き
ら
ぬ
ゆ
め
の
や
う
」
な
煌
め

い
た
世
界
を
歌
い
な
が
ら
も
、
既
に
そ
の
運
命

を
予
感
さ
せ
る
よ
う
な
孤
独
と
寂
寥
感
に
満
ち

て
い
る
。

雑
誌
に
転
機
が
訪
れ
る
の
は
、
昭
和
25
年
11

月
。
長
ら
く
休
刊
し
て
い
た
第
三
期
「
九
州
文

学
」
が
小
島
直
記
ら
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
小

島
直
記
は
、
こ
の
頃
、
川
田
の
住
む
大
円
寺
町

（
現
在
の
唐
人
町
）
に
転
居
し
、
川
田
の
隣
人
と

な
っ
た
。
こ
の
縁
が
き
っ
か
け
で
、
川
田
、
萩

原
、
荒
津
が
「
九
州
文
学
」
に
参
加
。
ほ
ぼ
毎

号
作
品
を
掲
載
す
る
な
ど
雑
誌
の
中
核
を
担
い
、

全
九
冊
（
昭
和
27
年
12
月
終
巻
）
と
短
い
第
三

期
の
歴
史
に
詩
人
と
し
て
目
覚
ま
し
い
活
躍
の

跡
を
残
し
て
い
る
。

一
方
、「
椅
子
」
は
、「
意
気
投
合
し
す
ぎ
で

作
品
に
対
す
る
批
判
が
足
り
な
い
」
と
い
う
声

も
あ
り
、
こ
の
機
に
活
動
の
場
を
閉
じ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

昭
和
29
年
末
、「
椅
子
」
か
ら
「
木
立
」
創
刊

ま
で
幾
年
の
空
白
を
経
て
、「
椅
子
」
の
創
刊

同
人
の
石
村
、
川
田
、
萩
原
、
菅
原
の
四
名
が

「「
椅
子
」
の
同
窓
会
」
と
称
し
て
集
ま
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
新
し
い
「
場
」
を
作
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
萩
原
春
子
は
、「
木
立
」
の
創
刊
ま
で

の
時
期
に
触
れ
て
「
私
た
ち
が
か
つ
て
、
ま
ゝ

ご
と
の
よ
う
な
詩
誌
『
椅
子
』
を
出
し
た
日
か

ら
、
漸
く
何
か
を
書
き
は
じ
め
よ
う
と
し
て
、
こ

の
春
新
し
く
『
木
立
』
の
日
を
迎
え
る
ま
で
の
、

な
が
く
、
そ
し
て
殆
ど
虚
し
げ
に
さ
え
見
え
た
月

日
」（「
は
な
あ
か
り
」
２
号
）
と
評
し
て
い
る
。

「
椅
子
」
の
終
盤
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
互
い
の
方
向
性
を
「
現
在
の
流
行
じ
み
た
観

念
詩
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
レ
ヂ
ス
タ
ン
ス
と
し

て
で
も
、
私
た
ち
の
新
し
い
抒
情
を
目
標
と
す

る
雑
誌
」（
川
田
）
と
明
ら
か
に
し
「
木
立
」
と

改
題
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
紙

と
カ
ッ
ト
の
印
象
的
な
イ
ラ
ス
ト
は
赤
星
孝
に

よ
る
も
の
で
、
地
行
に
暮
ら
し
た
赤
星
は
、「
椅

子
」
同
人
の
隣
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
再
出
発
の

気
概
を
感
じ
さ
せ
る
創
刊
号
は
同
人
４
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
が
、
２
号
に
は
同
人
外
か
ら
の

俣ま
た
の野
衛ま
も
るが
「
リ
ル
ケ
小
論
」
を
寄
せ
て
い
る
ほ

か
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
安
西
均
詩
集
「
花

の
店
」
の
誌
上
出
版
記
念
会
の
企
画
が
催
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
着
の
深
い
安
西
の
詩

に
つ
い
て
、
じ
ょ
う
の
せ
つ
こ
、
俣
野
、
萩
原
、

菅
原
、
石
村
、
川
田
ら
が
祝
い
の
評
文
を
寄
せ

て
い
る
。
ま
た
同
号
掲
載
の
川
田
に
よ
る
「「
椅

子
」
の
こ
ろ
の
こ
と
」
は
、
小
さ
な
詩
誌
の
背

景
を
伝
え
る
貴
重
な
小
文
で
あ
る
。

「
木
立
」
ま
で
の
４
年
の
間
、
同
人
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
詩
の
方
向
性
を
定
め
、
成
長
し
て
き

た
様
子
が
誌
面
か
ら
も
窺
え
る
。
し
か
し
、
既

に
詩
作
か
ら
離
れ
小
説
の
執
筆
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
っ
た
川
田
の
上
京
や
福
岡
詩
人
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
九
州
詩
人
」（
第
二
期
）
の
創
刊
（
昭
和

30
年
11
月
）
な
ど
の
要
因
に
よ
り
雑
誌
の
継
続

は
困
難
と
な
り
、
事
実
上
２
号
を
以
っ
て
終
刊

と
な
っ
て
い
る
。 

（
中
山
千
枝
子
）

福
岡
の
文
学
雑
誌 

「
椅
子
」「
木
立
」

福
岡
の
文
学
雑
誌 

「
椅
子
」「
木
立
」
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な
が
く
、
そ
し
て
殆
ど
虚
し
げ
に
さ
え
見
え
た
月

日
」（「
は
な
あ
か
り
」
２
号
）
と
評
し
て
い
る
。

「
椅
子
」
の
終
盤
、
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
互
い
の
方
向
性
を
「
現
在
の
流
行
じ
み
た
観

念
詩
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
レ
ヂ
ス
タ
ン
ス
と
し

て
で
も
、
私
た
ち
の
新
し
い
抒
情
を
目
標
と
す

る
雑
誌
」（
川
田
）
と
明
ら
か
に
し
「
木
立
」
と

改
題
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
表
紙

と
カ
ッ
ト
の
印
象
的
な
イ
ラ
ス
ト
は
赤
星
孝
に

よ
る
も
の
で
、
地
行
に
暮
ら
し
た
赤
星
は
、「
椅

子
」
同
人
の
隣
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
再
出
発
の

気
概
を
感
じ
さ
せ
る
創
刊
号
は
同
人
４
人
の
み

で
構
成
さ
れ
る
が
、
２
号
に
は
同
人
外
か
ら
の

俣ま
た
の野
衛ま
も
るが
「
リ
ル
ケ
小
論
」
を
寄
せ
て
い
る
ほ

か
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
安
西
均
詩
集
「
花

の
店
」
の
誌
上
出
版
記
念
会
の
企
画
が
催
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
着
の
深
い
安
西
の
詩

に
つ
い
て
、
じ
ょ
う
の
せ
つ
こ
、
俣
野
、
萩
原
、

菅
原
、
石
村
、
川
田
ら
が
祝
い
の
評
文
を
寄
せ

て
い
る
。
ま
た
同
号
掲
載
の
川
田
に
よ
る
「「
椅

子
」
の
こ
ろ
の
こ
と
」
は
、
小
さ
な
詩
誌
の
背

景
を
伝
え
る
貴
重
な
小
文
で
あ
る
。

「
木
立
」
ま
で
の
４
年
の
間
、
同
人
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
詩
の
方
向
性
を
定
め
、
成
長
し
て
き

た
様
子
が
誌
面
か
ら
も
窺
え
る
。
し
か
し
、
既

に
詩
作
か
ら
離
れ
小
説
の
執
筆
へ
と
移
行
し
つ

つ
あ
っ
た
川
田
の
上
京
や
福
岡
詩
人
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
九
州
詩
人
」（
第
二
期
）
の
創
刊
（
昭
和

30
年
11
月
）
な
ど
の
要
因
に
よ
り
雑
誌
の
継
続

は
困
難
と
な
り
、
事
実
上
２
号
を
以
っ
て
終
刊

と
な
っ
て
い
る
。 

（
中
山
千
枝
子
）

「
木
立
」１
号　
木
立
の
会　
昭
和
30
年
３
月
10
日

発
行
　
木
立
の
会

福
岡
市
香
椎
局
区
内
名
島
（
石
村
方
）

梅
　
夜
の
宰
府
に
て
／
雪

 

石
村
通
泰
　
１
～
２

眺
望
／
径
／
恢
復
期 

萩
原
春
子
　
２
～
６

詩
の
周
辺 

石
村
通
泰
　
７

鰈
／
白
蟻 

川
田
禮
子
　
８
～
９

水
底
／
壁 

菅
原
　
純
　
10
～
11

後
記 

菅
原
　
純
　
12

 

表
紙
・
カ
ッ
ト
　
赤
星
　
孝

「
木
立
」２
号　
木
立
の
会　
昭
和
31
年
１
月
１
日

発
行
　
木
立
の
会

福
岡
市
名
島
高
又
（
石
村
方
）

寄
稿 

リ
ル
ケ
小
論 
俣
野
　
衛
　
１

銃
声 

川
田
禮
子
　
２

夏
雲 

萩
原
春
子
　
３
～
５

岡
／
海
／
夜 

菅
原
　
純
　
６
～
８

十
二
月 

石
村
通
泰
　
９
～
10

「
椅
子
」
の
こ
ろ
の
こ
と 

川
田
禮
子
　
11

安
西
均
詩
集
「
花
の
店
」
誌
上
出
版
記
念
会

 

12
～
14

安
西
さ
ん 

じ
よ
う
の
・
せ
つ
こ

安
西
さ
ん
と
詩
集
『
花
の
店
』 

俣
野
　
衛

花
あ
か
り 

萩
原
春
子

詩
集
「
花
の
店
」
に
よ
せ
て 

菅
原
　
純

○
［
無
題
］ 

石
村
通
泰

花
盗
人 

川
田
禮
子

 

表
紙
　
赤
星
　
孝

「
椅
子
」創
刊
号［
昭
和
25
年
３
月
発
行
］

※ 
全
号
ノ
ン
ブ
ル
無
・
奥
付
表
示
無

　［
　
］
に
よ
る
表
記
は
推
定
値

［
無
題
］
／
街
／
林
檎
／
舞
踏
／
波
／
雑
草

 

石
村
通
泰
［
１
～
６
］

春
／
松 
川
田
禮
子
［
７
～
８
］

断ぎ
り
ぎ
り崖
に
き
て
／
片
貝
／
落
葉

 

菅
原
　
純
［
９
～
11
］

冬
陽
／
啄
木
鳥
／
樹
蔭

 

萩
原
春
子
［
12
～
14
］

「
椅
子
」２
号［
昭
和
25
年
６
月
発
行
］

樹
／
あ
ざ
み
／
船 

菅
原
　
純
［
１
～
３
］

花
／
五
月
／
ぐ
み 

川
田
禮
子
［
４
］

か
も
め 

菅
　
マ
サ
子
［
７
］

け
い
り
ん
／
は
な
び
ら
／
岬
に
て

 

萩
原
春
子
［
８
～
９
］

「
椅
子
」３
号［
昭
和
25
年
９
月
発
行
］

は
が
き

 

（
昭
和
25
年
９
月
　
Ｍ
・
Ｉ
発
信
　
Ｙ
宛
）

口
絵

 

　
ド
ラ
ク
ロ
ア
（
軍
馬
）［
模
写
］

静
物 

石
村
通
泰
［
１
］

潮
／
標
本
／
砂
上 

萩
原
春
子
［
２
］

哀
し
み 

菅
　
マ
サ
子
［
５
］

紫
陽
花
／
魚

 

荒
津
０
子
［
荒
津
寛
子
］［
６
］

夜
光
虫 

川
田
禮
子
［
９
］

海
辺
に
て
／
コ
ス
モ
ス
／
窓

 

久
富
　
純
［
菅
原
　
純
］　［
10
～
13
］

「
椅
子
」４
号［
昭
和
26
年
１
月
発
行
］

は
が
き
（
Ｈ
・
Ｈ
発
信
　
Ｔ
・
Ｈ
宛
）

口
絵
　
ユ
ト
リ
ロ
［
模
写
］ 

［
１
］

山
系
／
晩
い
秋
の 

石
村
通
泰
［
２
～
４
］

衣
裳
／
く
ら
し 

荒
津
寛
子
［
５
～
９
］

屍 

高
松
文
樹
［
10
～
11
］

荒
地 

伊
藤
　
章
［
12
～
14
］

舞
踏 

川
田
禮
子
［
15
］

り
ん
ど
う 

鞠
子
み
ど
り
［
16
～
17
］

道
／
晩
春 

菅
原
　
純
［
18
～
20
］
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福
岡
県
詩
人
賞
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
①
第
55
回
受
賞
作
品

は
表
現
の
レ
ベ
ル
が
足
り
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

一
作
目
「
リ
ー
ド
・
マ
イ
・
リ
ッ
プ
ス
」
は
、
わ

た
し
自
身
に
近
い
も
の
で
し
た
が
、
次
作
で
は
よ

り
虚
構
性
や
物
語
性
を
も
た
せ
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
う
し
て
で
き
た
の
が
、「
コ
ロ
ン
ビ
ー

ナ
の
口
紅
」
で
す
。

そ
も
そ
も
、
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
と
は
？

コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
と
は
喜
劇
に
登
場
す
る
ヒ
ロ

イ
ン
の
名
前
で
す
。（
が
、
わ
た
し
が
好
き
な
オ

ペ
ラ
「
道
化
師
」
で
は
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
を
演
じ

る
人
妻
が
、
不
倫
の
末
、
夫
に
刺
殺
さ
れ
ま
す
。

喜
劇
と
悲
劇
、
現
実
と
虚
実
、
さ
ま
ざ
ま
が
入

り
乱
れ
彼
女
の
口
唇
は
赤
く
、
流
さ
れ
る
血
も

赤
い
の
で
す
。）

わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
詩
の
題
材
と
し
て
主
に

性
愛
を
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
生
き
て
い
く
上
で
、

福
岡
県
詩
人
賞
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

今
回
ご
紹
介
す
る
「
福
岡
県
詩
人
賞
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
は
、
福
岡
県
詩
人
会
を
通
じ
て
、
受

賞
者
お
よ
び
福
岡
県
詩
人
会
会
員
有
志
に
よ
っ

て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
福
岡
県
詩
人
賞
」
は
、
昭
和
41
年
に
福
岡
県

内
の
詩
人
組
織
「
福
岡
県
詩
人
会
」
の
発
足
と

と
も
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
55
回
を

数
え
る
伝
統
あ
る
賞
で
、
会
員
資
格
を
問
わ
ず
、

福
岡
県
下
で
発
行
さ
れ
た
詩
集
を
対
象
に
選
考

す
る
と
い
う
「
開
か
れ
た
」
詩
人
賞
で
す
。
受

賞
者
の
中
か
ら
は
、
活
動
の
場
を
全
国
に
広
げ

た
詩
人
や
、
そ
の
後
全
国
的
な
賞
を
受
賞
し
た

詩
人
も
数
多
く
い
ま
す
。
今
回
は
、
第
55
回
県

詩
人
賞
を
贈
ら
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
２
冊
の
詩

集
を
受
賞
者
本
人
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
春
よ
り
、
福
岡
市
総
合
図
書
館
１
階
に
「
福
岡
文
学
ス
ペ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ゆ
か
り
の
文

学
者
の
作
品
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
る
文
芸
同
人
誌
や
中
々
手
に
取
る
こ
と
が
難
し
い
他

の
文
学
館
の
図
録
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
書
棚
に
あ
る
資
料
は
い
ず
れ
も
貸
出
が
可
能
で
す
（
総

合
図
書
館
の
貸
出
利
用
条
件
に
準
じ
ま
す
）。

ま
た
、「
福
岡
文
学
ス
ペ
ー
ス
」
に
は
、
福
岡
ゆ
か
り
の
数
々
の
文
学
賞
の
作
品
集
や
受
賞
作
品
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
学
賞
に
ま
つ
わ
る
資
料
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

彼
女
の
口
紅　

わ
た
し
の
言
葉

�

サ
ラ
・
カ
イ
リ
イ

平
成
三
十
年
、
わ
た
し
は
二
冊
の
詩
集
を
私

家
版
で
発
表
し
ま
し
た
。
私
家
版
と
い
う
手
段

も
友
人
ら
に
教
え
て
も
ら
っ
た
ば
か
り
で
、
右

も
左
も
わ
か
ら
ず
、
一
作
目
は
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
な
が
ら
作
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
体
た
ら
く
で
あ
り
な
が
ら
、
二
作
目
を
作
ろ

う
と
思
い
立
っ
た
の
は
、
ま
だ
ま
だ
一
作
目
で

◆
●
青
嶺
／
2
0
1
9
年
3
～
8
月
号
／
俳
句

◆
●
あ
ま
の
が
わ〈
湯
布
院
発
〉／
第
258
～
259
号
／
俳

句
・
解
説
・
随
筆
他

◆
●
海�

第
二
期
／
第
22
号
／
小
説
・
詩
・
俳
句
・
随
筆

他
●
G
A（
が
）／
83
号
／
俳
句
・
解
説
・
随
筆

●
海
峡
派
／
第
145
号
／
小
説
・
詩
・
短
歌
他

◆
●
G
A
G
A（
ガ
ガ
）／
№
74
～
75
／
詩
・
随
筆

◆
●
季
刊�

午
前
／
第
57
号
／
評
論
・
小
説
・
随
筆
・
詩

◆
●
九
大
日
文
／
第
33
号
／
評
論

●
玄
海
／
2
0
1
9
年
2
～
8
月
号
／
俳
句

◆
●
光
円
／
2
0
1
9
年
春
号
・
夏
号
／
俳
句
・
評

論
・
随
筆

◆
●
さ
き
が
け
／
第
8
号
／
詩
・
俳
句
・
随
筆
他

◆
●
朔
日
／
2
0
1
9
年
3
～
8
月
号
／
短
歌
・
随

筆
・
評
論

◆
●
詩
誌　

侃
侃
／
2
0
1
9
年
№
31
／
詩
・
随
筆

◆
●
詩
誌　

无
／
第
22
～
23
号
／
詩
・
評
論
・
解
説

他
◆
●
詩
と
眞
實
／
№
837
～
842
／
詩
・
小
説
・
随
筆
他

◆
●
敍
説�

第
三
期
／
第
16
号
／
評
論
・
批
評

●
自
鳴
鐘
／
2
0
1
9
年
2
～
8
月
号
／
俳
句

◆
●
聖
氷
島
／
Vol. 

59
／
詩

◆
●
川
柳
く
す
の
き
／
第
129
～
130
号
／
川
柳

◆
●
空
／
第
83
～
85
号
／
俳
句
・
随
筆

◆
●
第
七
期�

九
州
文
学
／
2
0
1
9
年
春
・
夏
号
／

小
説
・
詩
・
随
筆
他

◆
●
筑
紫
山
脈
／
第
35
～
36
号
／
随
筆
・
小
説
他

●
筑
紫
野
／
第
145
～
150
号
／
詩

◆
●
チ
ク
タ
ク
／
第
151
～
152
号
／
俳
句

◆
●
飛
梅
／
第
80
号
／
随
筆
・
紀
行
文
他

◆
●
ど
ん
た
く
／
第
321
号
／
川
柳
・
随
筆

◆
●
南
風
／
第
45
号
／
小
説
・
随
筆

●
波
濤
／
2
0
1
9
年
2
～
8
月
号
／
短
歌
・
随
筆

【
受
贈
報
告
】

◆
１
階
文
学
館
ス
ペ
ー
ス（
貸
出
可
）

●
２
階
郷
土
・
特
別
資
料
室（
館
内
閲
覧
の
み
）

２
０
１
９
年
２
月
１
日
～

２
０
１
９
年
８
月
29
日

文
学
賞
の
本
棚
か
ら

『コロンビーナの口紅』
サラ・カイリイ

（2018.10、私家版）
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わ
た
し
た
ち
と
同
じ
と
き
を
、
い
ま
も
生
き
て
い

る
の
だ
と
思
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

こ
の
詩
集
を
つ
く
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
し

て
福
岡
や
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い

る
友
人
た
ち
や
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
風
景
や
、

伝
わ
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
物
語
や
映
画
や
音
楽

の
、
い
ろ
ん
な
声
が
、
エ
コ
ー
み
た
い
に
響
い

て
い
る
、
そ
ん
な
本
で
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
制
作
し
た
詩
集
を
、

こ
う
し
て
と
り
あ
げ
て
頂
い
た
こ
と
、
と
て
も
光

栄
に
思
い
ま
す
。
本
は
思
考
の
化
石
で
す
。
で
も

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
文
字
や
、
言
葉
や
、
紙

の
間
に
、
私
個
人
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
記
憶
、

つ
ま
り
サ
ン
ゴ
に
た
と
え
る
な
ら
ば
波
の
部
分

を
閉
じ
込
め
て
、
い
ま
こ
こ
に
あ
る
も
の
で
す
。

い
ま
私
が
書
い
て
い
る
こ
の
文
字
も
、
詩
集
も
、

図
書
館
の
海
に
眠
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
出
来
立
て

の
化
石
を
眺
め
る
よ
う
に
、
読
ん
で
頂
け
た
ら
幸

い
で
す
。

◇
夏
野
雨（
な
つ
の
・
あ
め
）◇

１
９
７
８
年
生
ま
れ
。
福
岡
県
飯
塚
市
出

身
。
大
学
に
て
社
会
心
理
学
を
学
ん
だ
の

ち
、
関
東
近
辺
で
俳
優
と
し
て
活
動
。
２

０
１
０
年
、
詩
の
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ク「
福

岡
ポ
エ
ト
リ
ー
」を
立
ち
上
げ
現
在
ま
で

継
続
。
ポ
エ
ト
リ
ー
フ
ェ
ス「
福
岡
ポ
エ

イ
チ
」初
代
代
表
。
２
０
１
８
年
、
第
一

詩
集『
明
け
方
の
狙
撃
手
』を
刊
行
。
現
在

福
岡
市
在
住
。

時
間
の
化
石
が
コ
ロ
ン
コ
ロ
ン

�

夏
野　

雨

時
間
っ
て
何
だ
ろ
う
。
ふ
と
、
考
え
る
こ
と

が
あ
る
。
い
ま
こ
の
瞬
き
の
あ
い
だ
に
も
、
過
ぎ

て
い
っ
て
し
ま
う
時
間
。
そ
れ
は
ど
う
に
も
と
ら

え
よ
う
が
な
く
、
少
し
の
間
止
め
て
観
察
す
る
、

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ

を
、
太
陽
の
位
置
に
よ
っ
て
知
る
。
ま
た
は
時
計

の
針
や
、
食
事
の
回
数
に
よ
っ
て
。
あ
る
い
は
子

ど
も
の
背
の
高
さ
に
よ
っ
て
。
で
も
そ
れ
は
ほ
ん

と
う
に
、
時
間
の
正
体
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え

ば
地
下
鉄
天
神
駅
の
、
黒
い
石
の
手
摺
り
に
化
石

と
し
て
眠
る
サ
ン
ゴ
は
、
も
う
食
事
を
と
る
こ

と
も
な
い
し
、
そ
の
枝
を
伸
ば
す
こ
と
も
な
い
。

そ
れ
で
も
そ
れ
は
い
つ
か
の
時
代
、
海
の
底
に

揺
れ
る
サ
ン
ゴ
の
森
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、

わ
た
し
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
。
遠
い
波
の
呼
吸

と
と
も
に
。
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
の
な

か
に
も
、
ふ
る
い
時
間
の
束
が
息
づ
い
て
い
る
。

そ
れ
は
化
石
や
物
な
ど
、
直
接
目
に
見
え
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
目
に
は
見
え
ず
、
手
に
と
る

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

過
ぎ
た
時
間
は
失
わ
れ
ず
、
か
た
ち
を
変
え
て
、

最
も
リ
ア
ル
で
手
応
え
が
あ
り
、
四
つ
に
組
む

に
こ
れ
ほ
ど
適
し
た
相
手
は
い
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。
生
き
る
こ
と
の
本
質
は
、
媾ま

ぐ
わう
こ
と
で

し
た
。
痛
み
、
喜
び
、
葛
藤
、
あ
き
ら
め
。

ど
う
し
た
っ
て
、
わ
た
し
は
人
間
と
し
て
目

一
杯
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
つ
つ
、
こ
り
な
い
わ

た
く
し
は
今
年
の
秋
に
第
三
詩
集
を
発
表
す
る

予
定
で
す
。

連
作
詩
集
の
形
を
と
っ
た
、「
メ
リ
ー
・
カ
ゴ

シ
マ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
詩
集
で
す
。
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
小
説
に
近
い
詩
で
、
わ
た
し
と

し
て
は
新
た
な
挑
戦
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
、「
文

学
フ
リ
マ
福
岡
」
等
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、

手
探
り
で
自
分
を
成
立
さ
せ
た
第
一
歩
の
作
品

が
私
家
版
の
二
冊
、「
リ
ー
ド
・
マ
イ
・
リ
ッ
プ

ス
」
と
「
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
の
口
紅
」
で
し
た
。
こ

の
二
冊
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
後
ろ

楯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
サ
ラ
・
カ
イ
リ
イ
◇

１
９
８
６
年
生
ま
れ
。
著
書
に
詩
集『
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｏ
Ｓ
』（
文
芸
社
、
平
成
16
年
）、
詩

集『
リ
ー
ド
・
マ
イ
・
リ
ッ
プ
ス
』（
私
家

版
）、
詩
集『
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
の
口
紅
』（
私

家
版
）が
あ
る
。
福
岡
詩
話
会
／
福
岡
ポ

エ
ト
リ
ー
参
加
、「
福
岡
ポ
エ
イ
チ
」実
行

委
員
会
。「
季
刊
午
前
」在
籍（
平
成
21－

24
年
）。
福
岡
県
詩
人
会
会
員
。
現
在
福

岡
市
在
住
。

◆
●
蘖（
ひ
こ
ば
え
）／
第
8
号
／
詩
・
俳
句
・
小
説
他

◆
ひ
び
き
／
2
0
1
9
年
3
月
1
日
号
／
小
説
・
随

筆
・
詩
他

◆
●
卑
弥
呼
／
2
0
1
9
年
春
季
・
夏
季
号
／
俳

句
・
随
筆

◆
●
笛
／
151
号
～
152
号
／
川
柳

◆
●
福
岡
県
詩
人
会�

会
報
／
№
173
～
174
／
会
報

◆
●
冬
野
／
2
0
1
9
年
2
～
7
月
号
／
俳
句

◆
●
ふ
よ
う
／
第
48
～
53
号
／
俳
句

◆
文
芸
ご
き
ん
じ
ょ
／
2
0
1
7
・
2
0
1
8
／
文

学
情
報
提
供

●
文
献
探
究
／
第
57
号
／
評
論
・
解
説

◆
●
水
城
野
／
2
0
1
9
年
3
～
8
月
号
／
俳
句

●
南
の
魚
座
／
Vol. 

2
／
随
筆
・
短
歌

◆
●
南
の
風
／
第
84
～
87
号
／
五
行
歌
・
随
筆
他

●
百
道
原
／
第
47
～
48
号
／
随
筆
・
紀
行
文
・
小
説

他
■
総
合
図
書
館
Ｈ
Ｐ
で
文
学
ス
ペ
ー
ス
、郷
土
・
特
別

資
料
室
で
受
け
入
れ
中
の
文
芸
同
人
誌
の
一
覧
表

を
配
布
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

://to
sh

o
ka

n
.c

ity.fu
ku

o
ka

.lg
.jp

/
subscribes/

福
岡
市
文
学
館
で
は
、
福
岡
都
市
圏（
福
岡

市
周
辺
の
17
市
町
村
…
宗
像
市
、
福
津
市
、
古

賀
市
、
新
宮
町
、
久
山
町
、
粕
屋
町
、
篠
栗

町
、
志
免
町
、
須
恵
町
、
宇
美
町
、
春
日
市
、

太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、
那
珂

川
市
、
福
岡
市
、
糸
島
市
）で
定
期
刊
行
さ

れ
て
い
る
文
芸
同
人
雑
誌
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
都
市
圏
で
活
動
し
て
い
る
同
人
雑
誌
等

団
体
で
ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
も
の
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
総
合
図
書
館
文
学
・
文
書
課
宛

に
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

文
芸
同
人
雑
誌
の
収
集
に
つ
い
て

『明け方の狙撃手』
夏野　雨

（2018.11、思潮社）
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そ
ん
な
情
報
を
追
っ
て
い
く
中
で
、
学
内
だ
け

で
作
品
発
表
す
る
文
芸
部
の
青
年
や
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
中
だ
け
で
作
品
発
表
す
る
青
年
と
、
話

す
機
会
を
得
た
。
彼
ら
に
「
ど
う
し
て
今
あ
る

文
芸
イ
ベ
ン
ト
に
出
て
こ
な
い
の
か
」
と
尋
ね

る
と
、
い
つ
も
似
た
よ
う
な
回
答
が
返
っ
て
く

る
。
主
に
「
学
内
予
算
で
活
動
し
て
い
る
為
、
販

売
行
為
が
で
き
な
い
」「
一
冊
の
本
に
で
き
る
ほ

ど
作
品
が
書
け
な
い
」
と
い
う
環
境
的
な
も
の
、

「
私
が
や
っ
て
い
る
の
は
『
文
学
』
と
呼
べ
る
ほ

ど
立
派
な
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う
心
理
的
な

も
の
だ
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
を
重
ね
る
う
ち
、

私
は
義
憤
と
も
好
奇
心
と
も
い
え
な
い
衝
動
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

立
派
だ
と
言
わ
れ
る
文
芸
作
品
は
存
在
し
て

も
、
文
芸
そ
の
も
の
は
立
派
で
あ
る
必
要
は
な

い
。
そ
う
い
っ
た
物
差
し
が
、
傷
つ
き
や
す
い

青
年
た
ち
の
発
表
意
欲
を
削
い
で
い
る
の
で
は

な
い
か
。
そ
ん
な
気
持
ち
が
積
み
重
な
っ
た
結

果
、
平
成
30
年
、
遂
に
文
芸
イ
ベ
ン
ト
の
立
ち

上
げ
に
至
っ
た
。

切
磋
琢
磨
と
い
う
物
差
し
で
磨
き
合
う
世
界

は
大
切
だ
が
、
ま
ず
は
文
芸
と
い
う
行
為
そ
の
も

の
に
肯
定
的
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。「
好
き
」

文
芸
は
き
っ
と
、
も
っ
と
面
白
い

若
者
を
中
心
に
文
芸
イ
ベ
ン
ト
が
広
が
り
を
見

せ
る
福
岡
で
、
私
は
更
に
間
口
を
広
げ
る
べ
く

新
た
な
文
芸
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
た
。「
ち
ょ

こ
っ
と
文
芸
福
岡
」
だ
。

多
く
の
文
芸
イ
ベ
ン
ト
が
即
売
会
メ
イ
ン
で
あ

る
の
に
対
し
、「
ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡
」
で
は

展
示
系
コ
ー
ナ
ー
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
学
校
活

動
の
一
環
と
し
て
文
芸
活
動
を
行
う
団
体
の
文

芸
誌
を
展
示
す
る
「
学
生
文
芸
展
」
と
、
一
枚

の
紙
を
折
っ
て
８
ペ
ー
ジ
の
本
に
す
る1

paper 

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
感
情
は
、
そ
の
後
の
研
鑽

に
お
い
て
重
要
な
支
え
と
な
る
。「
ち
ょ
こ
っ
と

文
芸
福
岡
」
は
〝
通
過
さ
れ
る
安
全
基
地
”
な

の
だ
。

作
品
の
発
表
方
法
や
場
所
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

は
常
に
変
化
し
て
い
る
。
発
表
の
場
を
作
る
者
と

し
て
常
に
そ
の
変
化
に
注
視
し
、
対
応
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。「
ち
ょ
こ
っ

と
文
芸
福
岡
」
は
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら

挑
戦
し
て
い
く
予
定
だ
。

（「
ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡
」代
表
　
馬
場
陽
子
）

文
芸
イ
ベ
ン
ト「
ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡
」

創
立
／
２
０
１
８（
平
成
30
）年
８
月

開
催
／
年
１
回（
８
月
下
旬
）

会
場
／
天
神
チ
ク
モ
ク
ビ
ル

内
容
／ 

文
芸
同
人
誌
の
頒
布
即
売
会
、
学
生
文

芸
展
・
折
本
フ
ェ
ア
な
ど

連
絡
先
／
福
岡
市
城
南
区
松
山
１
︲
９
︲
18

  

目
黒
方　

ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡

  

実
行
委
員
会（
担
当
・
バ
バ
）

H
P

：https://chocottobun.wixsite.com
/kam

e

zine
（
通
称
・
折
本
）
を
展
示
す
る
「
折
本
フ
ェ

ア
」
だ
。「
憩
い
の
場
か
ら
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ

に
、
一
人
で
も
多
く
の
新
規
参
入
者
が
「
文
芸

は
面
白
い
ん
だ
」
と
思
え
る
空
間
づ
く
り
を
目

指
す
。

も
と
も
と
私
は
、「
さ
き
が
け
文
学
会
」
と
し

て
同
人
誌
活
動
（「
ひ
こ
ば
え
」「
さ
き
が
け
」）

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
９
月
か
ら
は
文
芸

同
人
情
報
誌
「
文
芸
ご
き
ん
じ
ょ
」
を
立
ち
上

げ
、
公
と
民
間
を
問
わ
ず
、
福
岡
ゆ
か
り
の
文

学
の
場
所
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

20
代
の
時
に
高
齢
化
が
進
む
同
人
誌
の
世
界

に
足
を
踏
み
入
れ
た
私
は
、
常
に
手
探
り
状
態

で
、
新
し
く
知
識
を
手
に
入
れ
て
は
文
芸
仲
間

と
共
有
す
る
日
を
続
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
こ
れ
は
も
う
一
冊
の
本
に
し
て
お
い
た
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
立
ち
、
ま
と
め

た
も
の
が
「
文
芸
ご
き
ん
じ
ょ
」
で
あ
る
。

文
学
の

 
あ
る
風
景

ふ
く
お
か

文
芸
イ
ベ
ン
ト

「
ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡
」

学生文芸展

文芸同人誌の頒布即売会

折本フェア
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●
第
54
回
福
岡
県
詩
人
賞
決
ま
る
（
５
月
12
日
）

サ
ラ
・
カ
イ
リ
イ
氏
『
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
の
口

唇
』（
同
氏
は
第
49
回
福
岡
市
文
学
賞
受
賞
）
と

夏
野
雨
氏
『
明
け
方
の
狙
撃
手
』（
思
潮
社
）
が

受
賞
。
先
達
詩
人
賞
は
、
小
野
山
紀
代
子
氏
に

贈
ら
れ
た
。

●
古
川
真ま

さ

人と

氏
、
161
回
芥
川
賞
候
補（
６
月
17

日
）

福
岡
市
出
身
で
第
一
薬
科
大
学
附
属
高
校
の

卒
業
生
で
あ
る
古
川
真
人
氏
の
「
ラ
ッ
コ
の
家
」

（「
文
學
界
」
掲
載
）
が
第
161
回
（
令
和
元
年
上

半
期
）
芥
川
賞
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
。
古
川

氏
は
、
第
156
回
「
縫
わ
ば
な
ら
ん
」（（
平
成
28

年
下
半
期
）、
第
157
回
「
四
時
過
ぎ
の
船
」（
平

成
29
年
上
半
期
）
に
続
い
て
三
度
目
の
候
補
と

な
っ
た
。

●
辻
仁
成
氏
、「
真
夜
中
の
子
供
」の
映
画
ロ
ケ

始
ま
る
（
７
月
８
日
）

中
洲
を
舞
台
に
無
戸
籍
児
の
少
年
が
山
笠
を

通
じ
て
大
き
く
成
長
し
て
い
く
姿
を
描
い
た
芥
川

賞
作
家
の
辻
仁
成
氏
の
『
真
夜
中
の
子
供
』（
河

出
書
房
新
社
）
の
映
画
（
原
作
・
監
督
：
辻
仁

成
、
令
和
２
年
公
開
予
定
）
の
市
内
ロ
ケ
が
始

ま
っ
た
。
本
作
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
山
笠
の

シ
ー
ン
は
、
山
笠
の
期
間
中
、
中
洲
流
れ
の
協

力
の
も
と
、
大
規
模
な
エ
キ
ス
ト
ラ
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
。

●
夢
野
久
作
の
未
発
表
書
簡
発
見（
７
月
12
日
）

仙
台
文
学
館
で
、
夢
野
久
作
全
集
未
収
録
の
書

人 P
erso

n

●
帚
木
蓬
生
氏
、
小
郡
市
文
化
大
使
に
任
命（
５

月
12
日
）

九
州
大
学
医
学
部
出
身
の
医
師
で
作
家
の
帚

木
蓬
生
氏
が
、「
小
郡
ふ
る
さ
と
文
化
大
使
」
に

任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
小
郡
市
の

野
田
宇
太
郎
文
学
資
料
館
で
特
別
企
画
展
「
帚

木
蓬
生
久
留
米
藩
三
部
作
の
世
界
」（
５
月
12
日

～
６
月
11
日
）
が
開
催
さ
れ
た
。

●
村
田
喜
代
子
氏
、
第
55
回
谷
崎
潤
一
郎
賞
を

受
賞（
８
月
19
日
）

芥
川
賞
作
家
の
村
田
喜
代
子
氏
が
離
島
に
暮

ら
す
二
人
の
老
女
の
生
活
を
描
い
た
小
説
『
飛

族
』（
文
藝
春
秋
社
）
で
第
55
回
谷
崎
潤
一
郎
賞

を
受
賞
し
た
。

こ
と E

ven
t

●
第
５
回「
大
学
短
歌
バ
ト
ル2019

学
生
短
歌

会
対
抗　

超
歌
合
」開
催（
３
月
２
日
）

第
５
回
大
学
短
歌
バ
ト
ル
（
主
催
：
角
川
文

化
振
興
財
団
）
が
東
京
千
代
田
区
飯
田
橋
の
神

楽
座
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
大
学
短
歌
会
か

ら
公
募
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
８
団
体
が
揃
い
、

簡
２
通
が
発
見
さ
れ
た
。
作
家
・
編
集
者
の
佐

左
木
俊
郎
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
後
に
「
ド

グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
と
な
る
長
編
の
タ
イ
ト
ル
や

自
身
の
作
品
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
書
簡
の

概
要
は
、
国
書
刊
行
会
か
ら
刊
行
中
の
『
定
本

夢
野
久
作
全
集
』
６
巻
月
報
で
報
告
さ
れ
た
。

●
東

ひ
が
し

潤じ
ゅ
ん

の
直
筆
原
稿
発
見（
８
月
６
日
）

長
崎
原
爆
後
、
最
初
の
報
道
記
録
と
さ
れ
る

詩
人
の
東
潤
に
よ
る
「
原
爆
の
長
崎
ル
ポ
ル
タ

ア
ジ
ユ
　
浦
上
壊
滅
の
日
」
の
直
筆
原
稿
が
市

内
在
住
の
遺
族
宅
で
発
見
さ
れ
た
。
東
氏
は
８

月
９
日
の
原
爆
投
下
翌
日
に
日
本
陸
軍
の
西
部

軍
報
道
部
員
と
し
て
長
崎
市
内
入
り
し
、
そ
の

惨
状
を
克
明
に
記
録
し
た
。「
原
爆
の
長
崎
ル
ポ

ル
タ
ア
ジ
ユ
　
浦
上
壊
滅
の
日
」
は
、
昭
和
27

年
発
行
の
写
真
集
『
記
録
写
真
　
原
爆
の
長
崎
』

（
第
一
出
版
）
に
一
部
発
表
さ
れ
、
30
年
の
「
九

州
文
学
」
８
月
号
に
全
文
掲
載
さ
れ
た
。

●
第
２
回「
ち
ょ
こ
っ
と
文
芸
福
岡
」開
催（
８

月
25
日
）

福
岡
発
の
文
芸
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ょ
こ
っ
と
文

芸
福
岡
」
の
第
２
回
が
天
神
チ
ク
モ
ク
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

本 B
o
o
k

●
文
学
ム
ッ
ク「
た
べ
る
の
が
お
そ
い
」終
刊

（
４
月
15
日
）

文
学
ム
ッ
ク
「
た
べ
る
の
が
お
そ
い
」（
書
肆

侃
侃
房
）
が
惜
し
ま
れ
つ
つ
第
７
号
（
４
月
15

福
岡
か
ら
は
、「team

TO
KU

G
AW

A

（
福
岡
女

子
短
期
大
学
ほ
か
）」
と
「
九
大
短
歌
会
」
が
出

場
。
日
本
古
来
の
文
芸
競
技
「
歌う

た

合あ
わ
せ」
で
短
歌

の
腕
を
競
っ
た
。
最
優
秀
念

お
も
い
人び
と
（
＝
評
者
）
を

team
 TO

KU
G

AW
A

の
落
合
き
り
氏
（「
九
大

短
歌
会
」・「
九
大
俳
句
会
」）
が
受
賞
し
た
。
ま

た
、
判は

ん

者ざ

に
よ
る
４
つ
の
特
別
賞
の
う
ち
「
佐

佐
木
幸
綱
賞
」
を
神こ

う

野の

優ゆ

菜な

氏
（
九
大
短
歌
会
）

が
、「
穂
村
弘
賞
」
を
長
友
重
樹
氏
（「
九
大
短

歌
会
」）
が
受
賞
す
る
な
ど
福
岡
勢
の
躍
進
が
目

立
っ
た
。

●
第
49
回
九
州
芸
術
祭
文
学
賞
決
ま
る

第
49
回
（
平
成
30
年
度
）
九
州
芸
術
祭
文
学
賞

最
優
秀
作
に
平
田
健
太
郎
氏
（
沖
縄
県
）「
兎
」

が
選
ば
れ
、
３
月
16
日
、
大
分
県iichiko

総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
平
成
30
年
度
第
49
回
九
州
芸

術
祭
文
学
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
芸
術
祭

文
学
賞
の
最
優
秀
作
は
、
文
藝
春
秋
社
刊
行
の

「
文
學
界
」（
平
成
31
年
4
月
号
）
に
掲
載
さ
れ

る
。
福
岡
地
区
か
ら
は
34
編
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
地
区
優
秀
作
に
は
濠ほ
り

井い

無む

優
一
（
井い

無む

田た

ゆ

う
い
ち
）
氏
の
「
男
の
は
な
し
」
が
選
ば
れ
た
。

●
第
１
回
笹
井
宏
之
賞
決
ま
る
。（
３
月
３
日
）

平
成
21
年
に
26
歳
で
夭
逝
し
た
佐
賀
出
身
の

歌
人
・
笹
井
宏
之
の
名
を
冠
し
た
短
歌
の
新
人

賞
「
笹
井
宏
之
賞
」（
主
催
：
書
肆
侃
侃
房
）
が

発
表
さ
れ
、
第
１
回
大
賞
受
賞
作
に
柴
田
葵
氏
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。
大
賞
ほ
か
受
賞
作
は
同
社
刊

行
の
短
歌
ム
ッ
ク
「
ね
む
ら
な
い
樹
」（vol.2

）

に
掲
載
さ
れ
た
。

インフォ
メーション

2019.�3 ～�8
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福岡市文学館選書 

訃報

■
山
埜
井
喜
美
枝（
や
ま
の
い
・
き
み
え
）（
昭
和
５
年
２
月
５
日
～
令
和
元
年
６
月
18
日
）

本
名
：
廣
津
喜
美
枝
。
昭
和
31
年
未
来
短
歌
会
入
会
。
34
年
未
来
第
三
歌
集『
風
炎
』に
参
加
。
標
土
賞
受
賞
、

50
年
未
来
賞
受
賞
。
福
岡
市
文
学
賞
第
10
回（
昭
和
54
年
度
）（
短
歌
）受
賞
。
同
文
学
賞
に
於
い
て
は
、
第

17
回（
61
年
度
）か
ら
47
回（
平
成
28
年
度
）ま
で
短
歌
部
門
の
選
者
を
務
め
、
本
市
の
短
歌
の
発
展
と
後
進

の
育
成
に
尽
力
し
た
。
福
岡
市
文
化
賞
第
26
回（
平
成
13
年
度
）（
短
歌
）受
賞
。
主
な
著
書
に
歌
集『
や
ぶ

れ
が
さ
』（
短
歌
新
聞
社
）『
多
々
良
』（
短
歌
新
聞
社
）な
ど
が
あ
る
。

■
佐
渡
谷
重
信（
さ
ど
や
・
し
げ
の
ぶ
）（
昭
和
７
年
１
月
31
日
～
令
和
元
年
８
月
14
日
）

西
南
学
院
大
学
名
誉
教
授
。
ア
メ
リ
カ
文
学
史
、
比
較
文
学
研
究
者
。
西
南
学
院
大
学
文
学
部
講
師
か
ら

助
教
授
を
経
て
昭
和
47
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
同
学
部
の
教
授
を
務
め
た
。
福
岡
市
文
学
賞
第
15
回（
昭

和
59
年
）（
小
説
・
評
論
）受
賞
。
主
な
著
書
に
『
鷗
外
と
西
欧
芸
術
』（
美
術
公
論
社
）『
ア
メ
リ
カ
精
神
と

近
代
日
本　

森
有
礼
か
ら
三
島
由
紀
夫
ま
で
』（
弘
文
堂
）な
ど
が
あ
る
。

選書１	『黒田如水』福本日南著

解説：石瀧豊美（歴史研究家）
定価 １５００円 + 税 
制作・発売　海鳥社（１～４まで）

選書２	『中野秀人作品集』

解説：田代ゆき（福岡市文学館嘱託員）
定価 １８００円 + 税 

選書３	『那珂太郎はかた随筆集』	

解説：三浦雅士（文芸評論家）
定価 １５００円 + 税 

選書４	『竹下しづの女・龍骨句文集』

解説：野中亮介（俳人）
定価 １５００円 + 税 

選書５	『矢山哲治―詩と死―』

解説：近藤洋太（詩人・文芸評論家）
定価 １６００円＋税
制作・発売　書肆侃侃房

選書６	『久保猪之吉・より江作品集』

解説：神谷優子（福岡市文学館嘱託員）
定価 １５００円 + 税 
制作・販売　花書院

販売は総合図書館３階事務室文学・文
書課、または一部書店でもご購入いた
だけます。遠方の方は通信販売も行っ
ておりますので、お問い合せ下さい。
福岡市文学館担当
TEL ０９２－８５２－０６０６
 ０９２－８５２－０６０９

日
発
行
）
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。
同
ム
ッ

ク
は
、
作
家
・
今
村
夏
子
氏
が
再
び
筆
を
執
っ

た
「
あ
ひ
る
」（
の
ち
に
第
155
回
芥
川
賞
候
補
、

河
合
隼
雄
物
語
賞
受
賞
）
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と

で
も
話
題
に
な
っ
た
。
書
肆
侃
侃
房
で
は
来
年

４
月
に
同
ム
ッ
ク
に
続
く
文
学
ム
ッ
ク
の
創
刊

を
準
備
中
と
の
こ
と
。
福
岡
か
ら
全
国
へ
︱
地

方
出
版
社
の
挑
戦
を
期
待
し
て
待
ち
た
い
。

●
片
山
恭
一『
世
界
の
中
心
で
Ａ
Ｉ
を
叫
ぶ
』刊

行（
７
月
12
日
）

５
月
に
当
館
の
講
座
で
お
話
い
た
だ
い
た
片
山

恭
一
氏
が
Ａ
Ｉ
哲
学
に
関
す
る
新
書
『
世
界
の

中
心
で
Ａ
Ｉ
を
さ
け
ぶ
』（
新
潮
社
）
を
刊
行
。

同
書
は
昨
年
訪
ね
た
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
の
旅

を
ま
と
め
た
ブ
ロ
グ
を
基
に
、
近
年
、
氏
が
強

い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
Ａ
Ｉ
技
術
や
シ
ン
ギ
ュ

ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
特
異
点
）
な
ど
、
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
哲
学
す
る
文
学
者
の
視
点
が
新
鮮
な

一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

福岡市文学館では、福岡ゆかりの文学作品で、絶版や未刊行により
現在読むことが難しい作品を皆様にご紹介する「福岡市文学館選書」を刊行
しました。これまで全６冊の選書を刊行しています。

「たべるのがおそい」
（2019.4、書肆侃侃房）

『世界の中心でAI をさけぶ』
（2019.7、新潮社）
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